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異年齢の仲間が交流
社会性を育む機会に
　子ども会は、同じ地域に住む0歳児～高校3年生の子
どもたちで構成されています。 遊びやレクリエーショ
ン、スポーツ、キャンプ、社会奉仕などの活動をとおして、
異なる年齢の仲間が交流していて、社会の一員として必
要な知識、技能、態度を身に付ける絶好の機会となって
います。
　子どもたちの力だけでは限界がある部分については、
保護者で構成される｢子ども会育成会｣が活動を側面か
ら支え、小学5年生～高校生で構成されるボランティア
の｢ジュニアリーダー｣が行事を盛り上げることで、より
充実した活動としています。

保護者同士の交流
自らの成長の場に
　子ども会は、子ども同士の異年齢
交流だけでなく、加入している保護
者同士の交流も深めます。
　さまざまな年齢の子を持つ保護者との交流により、子
育ての悩みを相談したり、知恵や工夫を共有したりする
ことができます。子育て経験者との会話は、保護者が学
び、成長する場にもなります。保護者間に信頼関係が生
まれることで、困ったときに助け合うこともできます。

　｢将来、ものづくりに携わりたい｣｢町工場の仕事に興
味がある｣と考えている方などを対象に、市内の工場をバ
スで回る｢あやせ工場見学会｣を開催します（荒天中止）。
　綾瀬の町工場の魅力をPRすることを目的に、A
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esign（AMD。市内製造中小企業で働く若
手社員による有志のグループ）が企画したもので、バス
やショベルカーの大型部品を製造する（株）栄和産業、ベ
ビーシートや新幹線用テーブルを製造する（有）光製作
所の2つの工場を見学します。
　県内で政令指定都市を除くと、製造事業所数が最も
多い本市で、普段はあまり見ることができないものづく
りの現場を見て、体験して、ものづくりの魅力にふれて

みませんか。町工場のイメージが変わるかもしれません。
　体験は、大型のプレス機やレーザー加工機を使った金
属加工を予定しています（高校生以上限定）。
　時3月27日（金 ）13時 ～
17時（12時50分集合）場市役
所314・315会議室集合・
解散定25人（申込順。高校
生優先。小学3年生以下は
保護者同伴。未就学児は
参加不可）持 動きやすい
服装（ズボンが望ましい）、
運動靴主AMD、市申高校
生 は3月2日～13日 に、高
校生以外は3月16日～25
日に工業振興企業誘致課へ☎70･5661
　問同課

子どもたちの良き理解者
ジュニアリーダー
　同リーダーとは、主に子ども会の運営や活動を手伝う、
ボランティアの小学5年生～高校生です。｢子どもの手に
よる子ども会｣活動の推進役として、子どもと大人をつ
なぐパイプ役となり活躍しています。困っているときに
はアドバイスをしたり、励ましたり、子どもたちの良き理
解者にもなっています。
　同リーダーとしての活動や手伝いを希望する方は、同
事務局へ連絡してください。

一緒に活動しませんか

地域を支える子ども会

あなたのイメージが変わる！？

あやせ工場見学会を開催
　子ども会では、季節の祭りやスポーツ大会、自然教室など、さまざまな活動を行っています。こうした
活動をとおしての体験は、子どもの健やかな成長の礎となるばかりでなく、活動を支える大人たちや地域
などの絆も深めます。子ども会に加入して、地域の仲間と一緒に活動してみませんか。
　問綾瀬市子ども会育成連絡協議会事務局（青少年課内）☎70･5655

年間の主な行事
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新入会員歓迎会、
遠足、公園清掃など

防災訓練、ハロウィーン、芋堀り、スポーツ大会
など

夏 ラジオ体操、キャンプ、
花火大会、流しそうめん、
老人ホーム訪問など

冬 クリスマス会、餅つき、
工作教室、どんど焼き、
お別れ会など

あやせのものづくりを支える
多様な人材から
ものづくり再発見

同期＝ライバル＝親友
　赤峰くんと岡村くんは、樹
脂の切削を行う斎藤樹脂工業

（株）で働く若手社員。2人は
お互いを助け合う同期であり、技術を競い切
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ライバルでもあり、プライベートでは夢を語り合う10年来
の親友だ。
　2人の出会いは高校時代。部活やクラスは違えどなぜ
か気が合った。卒業後は就職・進学と別々の道を歩んだ
が、お互いのがんばる姿を見守ってきた。ユーモラスな2
人は、思い出話でにぎやかに笑い合う一方で、ものづくり

の話になると真剣な表情で語り合う。
　｢会社はきれいで働きやすい。も
のづくりは難しい分、製品ができた
時の達成感は格別です｣と岡村くん。
そんな親友の話が決め手となり、赤
峰くんは同社へ就職した。
　休日は2人で温泉へドライブしたり、

一緒に彼女へのプレゼントを探したり。彼女のこと、将来
の夢のことをよく語り合うが、今の目標はテーマパークで
ダブルデートをすることだ。
　お互い助け合いながら成長し、夢を語り合う2人。何十
年後も、2人で語り合う姿が目に浮かぶ。2人はこれから
どこまで技術を高め、どんな夢を語り合うのだろう。
　問 工業振興企業誘致課☎70･5661


